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 第36回日本環境動物昆虫学会　年次大会　
＜会　　期 ＞     　2024年11月16日（土）～17日（日）
＜会　  場 ＞  　  関西大学（吹田市山手町3-3-35）第4学舎3号館
＜大会委員長＞　    吉田宗弘（関西大学名誉教授）

                                                 ＜ 大 会 日 程 ＞

対面のみ

9:45 ポスター発表

10:30 3403号室

ポスター掲示：10:00 〜 16:00

（コアタイム：12:45 〜 13:30）

13:30 10:00から掲示可能ですが

A会場（3401号室） B会場（3402号室） 11:00までに掲示してください

11月16日（土）

13：30～15：45 13：30～15：45

優秀発表賞投票は16：00まで

15:50

18:30

10:30

A会場（3401号室） B会場（3402号室）

10：30～11：30 10：30～11：30

11月17日（日）

13:00

　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本環境動物昆虫学会  

　　　　　　　　　　　　　　　　　                    　　〒550-0005　大阪市西区西本町1-11-1　　Tel・Fax 06(6535)4684

　　　　　　　　　　　　　　　http://wwwsoc.nii.ac.jp/kandoukon.org/

Tel(大会長携帯）： 090-9990-1853
E-mail： gshpx44@xb3.so-net.ne.jp

一般講演（口頭）（対面のみ）

S会場（3101号室）

懇親会

（大学生協）

市民公開シンポジウム（対面およびオンライン）

10：30～12：00

※11/16（1日目）受付は9：45から3号館4階で行います。

当日窓口：大会事務局・関西大学（吉田宗弘）

16：40～18：10

対面

一般講演（口頭）（対面のみ）

S会場（3101号室）

日　程 時刻

13:00～16：30

プログラム

活動報告会（対面のみ）

優秀発表賞表彰・学会賞・奨励賞表彰・受賞講演

理事会・評議員会（対面およびオンライン）

A会場（3401号室）

15：50～16：40



第 1日目 11月 16日（土）9:45～18:10（役員会は 10:30～） 

時 間 内 容 会 場 

10：30～12：00 理事会・評議員会（対面・オンライン併用） S 会場（3101 号室） 

10：00～16：00 ポスター発表（対面のみ）（コアタイム：12:45 〜 13:30） 3403 号室 

一般講演 ポスター発表 ○：発表者、※：最優秀発表賞対象者 

 P-1 ※〇畠中美伽（滋賀県大院・環境）、高倉耕一（滋賀県大・環境）在来メダカ２種における種間交雑の行動メカ

ニズムとその影響 

 P-2 ※〇石田一成・上田昇平・平井規央（大阪公立大院・農）滋賀県高時川源流域の集落跡地とその周辺の昆虫相 

 P-3 ※○氏林恒太・上田昇平・平井規央（大阪公立大院・農）ツマグロキチョウの温度・日長反応と野外における季

節消長の推定 

 P-4 ※○山本悠奨・高倉耕一（滋賀県大院・環境）新芽から逃げるヤドリノミゾウムシメス―近縁種を避けるための

時期特異的な寄主選択― 

 P-5 ○中西 康介（国立環境研究所・生物多様性領域）・山野博哉（国立環境研究所・生物多様性領域／東京大学大学

院・理学系研究科・地球惑星科学専攻）都道府県版レッドリスト（昆虫類）を利用した生物多様性評価の試み 

 P-6 ○神宮彬彦・上田昇平・平井規央（大阪公立大院・農）海浜性希少種オオウスバカゲロウの分子系統地理解析 

 P-7 〇長田庸平（大阪市立自然史博物館）・朴鎮享（九州大学）・北島博（森林総合研究所）シイタケオオヒロズコガ

（チョウ目ヒロズコガ科）の幼生期形態の再記載および近縁種との比較 

 P-8 ○木村悟朗（イカリ消毒（株））・川田一力（FKK（株））・吉田和貴（FKK（株））・山田道夫（大成ファインケミカ

ル（株））新型窓用防虫フィルム（オプトロン®フィルム）のハエ類に対する効果 

 P-9 ○中野由布妃・竹松葉子(山口大院・創成科学研究科) イエシロアリにおける死体認識行動と体表成分の関係 

 P-10 〇神原広平、松原恵理（森林総研）アメリカカンザイシロアリ糞由来の揮発性成分分析の試み 

 P-11 〇濱崎雄翔・梅澤究・板倉修司（近畿大院・農）イエシロアリ溶解性多糖モノオキシゲナーゼ（LPMO）遺伝子

のクローニングと機能解析 

 P-12 〇佐々木麻綾(大安研）大阪府におけるトコジラミの殺虫剤抵抗性保有状況調査 

 

13：30～15：45 一般講演 ○：発表者、※：最優秀発表賞対象者 

発表者は次演題の進行をお願いします 

 A 会場（3401 号室、対面） B 会場（3402 号室、対面） 

 座長：吉田宗弘 座長：高倉耕一 

13：30 

 

A-1 ※○福岡太一（長崎大・総合生産）・大庭伸也（長

崎大・教育/総合生産）稲作水系における大型ゲンゴ

ロウ類 3種の棲み分け 

B-1 ※○大井祐之介(1)・Chung-Chi Lin(2)・Ching-

Chen Lee(2)・Pei-Ru Chen(2)・安台梨乃(1)・鈴木諒

平(1)・阿部練(1)・松原晶(1)（1: アース製薬・2: 国

立 彰 化 師 範 大 学 ) コ カ ミ ア リ (Wasmannia 

auropunctata）に対するベイト剤の効力評価 

13：45 A-2 ※○渡辺黎也（兵庫県大院・地域資源マネジメ

ント）・大庭伸也（長崎大・教育）・佐川志朗（兵庫県

大院・地域資源マネジメント）水田および休耕田ビオ

トープにおけるゲンゴロウ類の繁殖場所選択 

B-2 ※〇吉岡滉司・船山将太・加甲瑠奈・九鬼奈紀・

岩本友美・猪口佳浩・浮田涼子・引土知幸・川尻由美・

中山幸治（大日本除虫菊株式会社 中央研究所）常温

揮散性ピレスロイド配合樹脂成型体を用いた新規屋

内設置型蚊取り剤の開発 

14：00 A-3 ※○大浦ひなた（長崎大院・総合生産科学）、松

本弥優（長崎大・教育）、原優梨亜（長崎大・教育）、

大庭伸也（長崎大・教育）日本列島のコオイムシにお

ける体サイズのクライン 

B-3 〇平林公男・武田昌昭（信州大・繊維）・別俣未

来推進部会員（新潟県柏崎市別俣）ヒメアシマダラブ

ユの音響刺激に対する反応について 

14：15 A-4 ※○普天間ちおり（長崎大院・総合生産）・小島

渉（山口大・理）・大庭伸也（長崎大・教育）長崎県

産カブトムシにおける外部形態と体脂肪量の個体群

間比較 

B-4 ○石井圭（アース製薬㈱）アリ用ベイト剤にお

ける顆粒径と運搬性の関係調査 

14：30 休憩（15 分） 

14：45 A-5 ※〇濱田陸太郎¹・渡辺黎也¹・佐川志朗¹ (1.兵

庫県立大学大学院・地域資源マネジメント研究科)河

道内の陸生節足動物の生息に地形や冠水頻度は影響

を与えるのか？ 

B-5 ○北野大輔（滋賀県病害虫防除所）・増田倫士郎

（滋賀県病害虫防除所・現 滋賀県みらいの農業振興

課）作期分散した水田地帯におけるイネカメムシの

発生消長と不稔被害の品種間差異 

15：00 A-6 ※〇阿部穂乃香・渡辺黎也・佐川志朗（兵庫県

立大学大学院・地域資源マネジメント研究科）川の掘

り方の工夫による水生動物の生息場所創出効果ー治

水と環境に配慮した額縁掘削ー 

B-6 ◯中野鈴菜・濱崎雄翔・梅澤究・板倉修司（近

大院・農）ヤマトシロアリ由来の LPMO 機能解析 



15：15 A-7 ※谷聖太郎（京大・生態研）ムネアカハラビロ

カマキリの総合的研究 拡散実態、分子系統、および

形質可塑性について 

B-7 ○馬場庸介（住化エンバイロメンタルサイエン

ス）・前西馨（住化エンバイロメンタルサイエンス）・

山崎誠司（住化エンバイロメンタルサイエンス）・大

村 和香子(京大院・農）ヒラタキクイムシの産卵行動

の解明 －産卵試験によるデンプン検知器官の検討

－ 

15：30 A-8 ※○ 木下綾（大阪府立大・生命）・上田昇平・

平井規央（大阪公立大院・農）絶滅危惧種グンバイト

ンボの季節消長と繁殖行動 

B-8 ○杉山正明（アース製薬株式会社）・鈴木諒平

（アース製薬株式会社）・野﨑耕作（アース製薬株式

会社）・小堀富広（アース製薬株式会社）植物由来成

分を用いた家庭用ムカデ忌避剤の開発 

16：00 優秀講演発表賞の投票締切 

15：50～16：40 活動報告会 （A 会場 3401 号室、対面） 

16：40〜16：45 優秀講演発表賞表彰  学会賞表彰  奨励賞表彰（A 会場 3401 号室、対面） 

16：45～18：10 学会賞・奨励賞 受賞講演 （A 会場 3401 号室、対面） 

学会賞受賞講演（16：45～17：30） 

高倉耕一（滋賀県立大学） 「生物間相互作用と個体群・群集動態への影響に関する研究」 

奨励賞受賞講演（17：30～17：50） 

渡辺黎也（兵庫県立大学大学院）「水田環境に生息する水生昆虫類の保全生態学的研究」 

奨励賞受賞講演（17：50～18：10）  

古川真莉子（滋賀県立大学）「イラガ科 2種における天敵鳥類に対する捕食回避戦略の比較生態学的研究」 

 
第 2日目 11月 17日（日）10:30～12:00 

10：30～11：30 一般講演 ○：発表者 

 A 会場（3401 号室、対面） B 会場（3402 号室、対面） 

 座長：上田昇平 座長：板倉修司 

10：30 A-9 林 亜依・◯高倉耕一（滋賀県大・環境）種子

散布をめぐるイヌノフグリとオオズアリの攻防－学

習するオオズアリと一枚上手なイヌノフグリ－ 

B-9 ○中嶋智子（京府大院・生命環境）・中嶋 環(京

都市伏見区アルゼンチンアリ根絶協議会）オオズア

リ Pheidole nodus とインドオオズアリ P. indica は

共存できるか？―インドオオズアリ侵入後の状況 

10：45 A-10 春木洋人・上田昇平・〇平井規央（大阪公立大

院・農）ヨツモンカメノコハムシの季節消長と分布変

化 

B-10 〇高橋空吾（京大生存研）・大村和香子（京大

生存研）・伊藤貴文（京都府大院・農）・岡村慶（高知

大海洋施設）海虫類に対する改質木材の抵抗性評価 

11：00 A-11 〇大庭伸也（長崎大）・一柳英隆（熊本県立大）

熊本県球磨地方のタガメの繁殖生態 

B-11 〇高林良輔・玉置千紘・片山南美・猪口佳浩・

引土知幸・小林洋子・川尻由美・中山幸治 

（大日本除虫菊株式会社 中央研究所）定量噴射エ

アゾールによる空間処理型ダニ駆除剤の開発 

11：15 A-12 土田秀実（辰野いきものネット）・江田慧子（関

西学院大学）・〇中村寛志（ミヤマシジミ研究会）長

野県辰野町荒神山のミヤマシジミ個体群の保全につ

いて（その 3）－14 年間の個体数推移について－ 

B-12 〇栁澤太洋・九鬼奈紀・玉置千紘・猪口佳浩・

引土知幸・川尻由美・中山幸治（大日本除虫菊株式会

社 中央研究所）コバエ誘引捕獲器の検討 

 

13：00～16：30 市民公開シンポジウム S 会場（3101 号室）（対面・オンライン併用） 

「外来」昆虫と市民生活 

総合司会：吉田宗弘（関西大学名誉教授） 

13:00〜13:05「開会の挨拶ならびに趣旨説明」  吉田宗弘（関西大学名誉教授） 

13:05〜13:35「クビアカツヤカミキリによるバラ科樹木の被害：大阪府および周辺地域の現状と対策」 

山本優一（大阪府立環境農林水産総合研究所）  

13:40〜14:10「スズメバチ類の侵入事例と環境への影響ーツマアカスズメバチを例にー」高橋純一（京都産業大学） 

14:20〜14:50「在来種ミツバチと国内外来種問題 ーニホンミツバチを例にー」  若宮 健（東京科学大学） 

15:00〜15:30「次々に見つかる新規外来昆虫の現状と課題」 長島聖大（伊丹市昆虫館） 

15：30～    「まとめ」 石井 実（大阪公立大学名誉教授／大阪府環境農林水産総合研究所所長） 

「閉会の挨拶」  吉田宗弘（関西大学名誉教授） 

 



 

 

▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 大 会 参 加 費 ▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 

  大会参加費：会 員 5,000円（学生2,000円）  非会員：大会参加費 7,000円 

  ★10月１日以降は各 1,000円増し 

懇親会費：会員・非会員：5,000円（学生3,000円） 

★10月１日以降は各 1,000円増し 

公開シンポジウムのみの参加は無料 

なお、納入された大会参加費は参加を取り消されても返却いたしません。 

事前窓口 学会事務局 TEL・FAX     06(6535)4684 

   e-mail    kandoukon@outlook.jp 

当日窓口 大会事務局 e-mail    gshpx44@xb3.so-net.ne.jp 

申込みフォーム  https://forms.gle/TCvcMSaGXHYEaxHr7      

▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 11月16日（土）▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 

受付開始        9：45～ 

理事会・評議員会    10：30～12：00  S会場（3101号室）（対面およびオンライン） 

ポスター発表      10：00～16：00  P会場（3403号室）（対面のみ） 

一般講演（口頭発表）   13：45～15：45  A会場（3401号室）（対面のみ）  

一般講演（口頭発表）  13：45～15：45  B会場（3402号室）（対面のみ）  

※賞の投票は11月16日 16時まで   

活動報告会       15：50～16：40  A会場（3401号室）（対面のみ）             

    1.  庶務報告   

2. 理事会報告   

3. 各委員会報告  

4. 日本昆虫科学連合報告  

5.  2024年学会賞・奨励賞受賞者について  

6.  2024年中間決算について   

7. 2025年事業計画案について  

8.  2025年予算案について   

9. 2025年 年次大会開催場所について  

    10．第19期評議員選出について 

11. プライバシーポリシーについて  

12. その他  

 

優秀講演発表賞表彰    16：40〜16：45 

学会賞・奨励賞表彰 

 

学会賞受賞講演      16：45～17：30 

高倉耕一（滋賀県立大学） 「生物間相互作用と個体群・群集動態への影響に関する研究」 

 

奨励賞受賞講演      17：30～17：50 

渡辺黎也（兵庫県立大学大学院）「水田環境に生息する水生昆虫類の保全生態学的研究」 

 

奨励賞受賞講演      17：50～18：10  

古川真莉子（滋賀県立大学）「イラガ科2種における天敵鳥類に対する捕食回避戦略の比較生態学的研究」 

 

懇親会          18：30～20：00  

 

 



 

 

 

▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 11月17日（日）▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓▓ 

一般講演（口頭発表）     10：30～11：30 A会場（3401号室）（対面のみ） 

10：30～11：30 B会場（3402号室）（対面のみ） 

市民公開シンポジウム   13：00～16：30 S会場（3101号室）（対面およびオンライン） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

当日参加も可能です。 

事前窓口 学会事務局 TEL・FAX 06(6535)4684   kandoukon@outlook.jp 

当日窓口 大会事務局 TEL（大会長携帯）090(9990)1853 gshpx44@xb3.so-net.ne.jp 

 

大会委員長： 吉田宗弘 

実行委員：板倉修司、上田昇平、高倉耕一、中上喜史、福永健司、中嶋智子、平井規央、引土知幸 



会場へのご案内 
電車でのアクセス 

• 阪急電鉄千里線「関大前」駅下車、すぐ（正門までは徒歩約 5分）。 

• JR「新大阪」駅から地下鉄 Osaka Metro 御堂筋線「なかもず」行で「西中島南方」駅下車、阪急電

鉄に乗り換え「南方」駅から「淡路」駅を経て「関大前」駅下車（この間約 30分）。 

大阪（伊丹）空港からのアクセス 

• 大阪モノレール「大阪空港」駅から「門真市」行で「山田」駅下車、阪急電鉄に乗り換え「関大

前」駅下車（この間約 30分）。 

 

会場案内 

 

淡路・梅田方面からは前方の出口を利用し、正門に行かれるのが分かりやすいと思います。 

西門（前方出口すぐ）、南門（後方出口）にはエスカレータがありますが、学内での移動距離は 

長くなります。関大前駅から会場まで 15分近くかかります。 

  

 南門および西門に連なるエスカレータは 18：30までしか動いておりませんので，懇親会から帰られる

方は正門経由（緩やかな下り坂で階段はありません）で関大前駅に行かれることを勧めます。 

 11月 17日は学内のエスカレータは稼働しております。 

 16日（土曜日）は生協食堂が営業しておりますが、17日（日曜日）に学内で営業しているのは上の地

図の建物⑬に入っているスタバのみですので、昼食は関大前駅から正門までの間にある飲食店またはコ

ンビニを利用してください。 

 

市民公開シンポジウムのオンライン参加の URLと Zoomアドレスは以下の通りです。 

URL: https://kansai-u-ac-jp.zoom.us/j/91773411750?pwd=bA6QUDKGGD31QnFxoVeauu6OqZjZrX.1 

Zoomアドレス 

  ミーティング ID: 917 7341 1750   パスコード: 278870 
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研究発表の特許出願について 

 
☆特許取得を念頭において発表される研究者は、本学会年次大会で公表される前に、必

ず特許出願してください。 

 

日本の特許制度では、特許出願に先立って公表されたものは、原則、特許を受けることができません

が、特許法は、多くの規則がそうであるように例外規定を設けています。たとえば、「特許庁長官が指

定する学術団体」において文書で公表した場合、公開後に特許出願が可能で、その発明、考案は新規性

を失わないとされてきました。これは、発明の新規性喪失（公表などにより特許出願ができなくなるこ

と）の例外を規定する特許法第 30 条によるものです。 

ところが、平成 23 年 5 月に、この第 30 条が改正され、新規性喪失の例外の適応範囲が著しく拡大

されるとともに、「特許庁長官が指定する学術団体」という規定（旧 30 条 1 項）は削除されました。 

また、それに伴い、この例外規定は、「証明書」等提出書類の簡素化を促し、出願手続きが以前より

容易となるなど出願人にとってより利用しやすいものとなりました。 

しかし、発明の新規性喪失の例外を盛り込んだこの第 30 条は、日本国内においてのみ有効であり、

あくまで、例外措置を規定したものでしかなく、特許出願という観点からは、十全な意味で有効ではな

いということにご留意ください。 

特許取得に関しては、原則、公表以前に特許出願を行うのが本旨であり、たとえ、学術集会で発明 

を公表したとしても、第三者が同様の発明を先んじて特許出願した場合は、公表者の特許出願は無効と 

なる恐れがありますので、可能な限り、早く出願することが重要です。 

 

下記は、特許庁のホームページにあります「平成 23 年度改正法対応 発明の新規性喪失の例外規定

についての Q&A 集」からの引用です。 

Q：セミナーにおいて発明を発表し、発表後に第三者がその発表した発明と同じ発明を独自に発明し

て特許出願し、その後に発表者が特許出願した場合でも、このセミナーでは発表した発明について第

2 項＊の規定の適用を受ければ、発表者の出願は前記第三者がした出願により拒絶されることはない

でしょうか？ 

A：拒絶される可能性があります。 

第 2 項の規定の適用を受けても、出願日は遡りません。特許を受ける権利を有する者が出願をする

前に、第三者が独自に発明して特許出願した場合、前記特許を受ける権利を有する者がした出願は、

前記第三者がした出願に基づいて拒絶される可能性があります。確実に権利を確保するためには、で

きるだけ早く出願することが望ましいといえます。 

＊新規性喪失の例外規定の適用を受けるための根拠条項 

 

以上により次のことが言えます。 

１．例外規定は、あくまで、例外措置であり、公表した日まで、出願日の遡及を認めるものではあり

ません。 

２．特許取得に関しては、発明の公開日よりも特許出願日の方が優先されます。 

 

学会で公表したという証明書は、改正以前には、客観的証拠資料、第三者による証明書として一定

の証明力があるとされていました。しかし、改正後は、出願人自らによる証明書だけでも、証明すべ

き事項が詳細に記載されていれば、一定の証明力があると認められますので、学会の証明者は、出願

に際し必須要件ではなくなっております。上述した諸事情如何に関わらず、証明書を希望される発表

者がおられましたなら、事務局までご連絡ください。 

なお、本件に関しての詳しい情報は、特許庁調整課審査基準室（℡ 03-3581-1101 内線

3112）にお問い合わせください。 


